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研究発表会（平成 23 年 2 月 17 日）において「南朝
の皇帝と貴族について」と題し今後の研究に関わる劉
宋皇帝と貴族の力関係を簡単ながら要点をまとめ、劉
宋皇帝の権限の範囲と限界、貴族自体の解釈と分限・
任官について史料・先行研究を検証した。
④　研究の課題と発展
今後の研究の課題と発展であるが、対外的視点から
の南北朝についての考察が未だ不十分であることが挙
げられる。周辺勢力の動静については幾つか研究を進
めたが、南北の当事者同士が王朝が交代するごとに相
手をどのように認識していたか、また南北それぞれに
所属している官僚や人物が個人の見解としてどのよう
に認識していたかなど資料調査から始めているのでそ
の研究に着手することにしている。また貴族と貴族制、
王朝体制における皇帝権のあり方、皇帝即位儀礼比較
などの問題について調査研究が全面に行き届いていな
いと自身で感じているので、南朝と北朝の政治軍事体
制についての相違点と共通項を見つけ、それらを補完
していきたい。また断代史としてではなく通史として
この 400 年に及ぶ時代の研究を行うことは今後の史
学において重要になってくると考える。それは研究者
は研究が深くなるほどに視野が狭くなりがちで周りが
見えず自分の考えのみに固執して進歩のみられない研
究となってしまうからである。広い視野の中で個々の
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研究を進めるスタイルをいつまでも初心として持ち続
けられればと考えている。この王朝が分裂し乱立し並
立するという多難な時代を研究することは安定期とい
われる大帝国時代の王朝研究でも役立つため政治史の
研究では必須となると思う。なぜなら大小さまざまな
形態の王朝でも内政問題や軍事・外交問題は変わらな
いからである。これまで個々に調べてきた魏晋南北朝
における王朝儀礼・政治権力にまつわる事象・事件に
ついても比較・検証・考察と研磨していき、それらを
博士論文の一部とし完成へ繋げていかねばならないと
考えている。この研究が形となれば史書編纂の諸問題
解決のための、歴史著述における正否の判断基準にな
ると考えている。それは現在においても様々な価値判
断や政治決断の指針となるはずである。それは歴史（歴
史著述）が現代または後世において全ての思考行動原
理の教科書の役割も果たすからである。
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